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2016年度
検討開始

2016年度
策定

2017年度
策定

2018年度
策定

（学部・研究科
は2019年度）

2018年度
策定

関西学院 将来構想の全体像
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１．学士課程

社会や世界に貢献して「真に豊かな人生」を
送るための基盤を創る
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真に豊かな人生
（Well-being ＆ “Mastery for Service”）

卒業後

卒業段階

学生の質の保証
（Quality Assurance)

在学時

学位プログラム Regular 専門分野の学位授与が目的

【学位（学士）】
124単位の取得（1単位＝45hr学修）

卒業要件

【ディプロマポリシー】【カリキュラムポリシー】
※正課だけで構築

（ダブルチャレンジを全員に課す）

【アドミッションポリシー】

学修成果

主たる
プログラム

=

・インターナショナルプログラム
・ハンズオン・ラーニング・プログラム（社会での実践型学習）
・副専攻プログラム
・国際ボランティア （国連ユースボランティア等） 等

付加的な正課プログラムCo-curricular （単位あり）

・スポーツ活動（体育会等）
・文化活動（文化総部・宗教総部等）
・ボランティア活動（ボランティア活動支援センター）
・寮生活（学生寮、混住型国際教育寮、RA等）

正課外教育 Extra-curricular （単位なし）
付加的

３ポリシーに基づく厳格な教学マネジメント

広義の学修成果

質の高い就労
（Employability）

学修成果の修得
（Learning Outcomes）

（建学の精神）
キリスト教主義に基づく全人教育

付加的

全員必須

1-(1) 学修成果の修得、学生の質の保証、質の高い就労

（Mission）
“Mastery for Service”を体現する世界市民の育成
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「Kwanseiコンピテンシー」を身に付ける基盤教育の確立

全ての関学生が学部の区別なく卒業段階で共通して身に付けておく
べき知識・能力・資質を「Kwanseiコンピテンシー」として定め、
その修得のためキリスト教、スタディスキル、言語、ダブルチャレ
ンジ※、数理・データサイエンス等の科目を基盤教育として全学生が
学ぶ仕組みを検討する。

※所属学部の学びに加え、留学やハンズオン・ラーニング（社会での実践型学習）
などに挑戦する独自の教育システム

1-(3) カリキュラムの基本構造の改革
長期戦略の

冊子より

・「卒業時調査」「入学時調査」等で「Kwansei コンピテンシー」の獲得に関して分析段階
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1-(1) 「Kwansei コンピテンシー」の策定

関⻄学院は、キリスト教主義に基づく全⼈教育によって「“Mastery for Service”を体現する
世界市⺠」を育成することを使命としています。その実現に向けて、すべての学⽣が卒業時に
学部の区別なく共通に⾝に付けるべき知識・能⼒・資質を「Kwanseiコンピテンシー」と定め、
これを⼤学の教育に通底するものとして位置づけます。

「Kwanseiコンピテンシー」は、各学部の教育課程やそれを補完する全学科⽬等の「正課教
育」だけでなく、クラブでのスポーツ・⽂化・芸術活動、ボランティア活動、寮⽣活等の「正
課外教育」、さらには友⼈関係、教員・職員との交流、キャンパスの豊かな⾃然も含めた⼤学
の多様な「環境」によっても育まれます。

関⻄学院は、幼稚園から⼤学・⼤学院までの教育を通じて、この学院に学ぶすべての者が
これらのコンピテンシーを段階的に⾝に付け、⾼めていくことをめざします。

（知識／Knowledge）
●幅広い知識・深い専門性
●多様性への理解

（資質／Quality of Character）
●困難を乗り越える粘り強さ
●よりよい社会に変革する情熱
●誠実さと品位

（能力／Skills）
●論理的な思考力
●主体的に行動する力
●生涯にわたって学び続ける力
●豊かな人間関係を築く力
●対立する価値を調整する力
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国際通用性のある質保証システム構築

ガバナンス改革による総合的マネジメント実現

協定に基づく海外派遣学生数日本一

国連・国際機関等へのゲートウェイ創設

ＳＧＵ 構想の５つの柱
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1-(6) 全学生が挑む「ダブルチャレンジ制度」
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各年度の
学部卒業生のうち

アウェイチャレンジで
単位を修得した

学生数

2.２倍（2013年度比）

(実数）
実線：実績
点線：目標

2013 → 2021
292 → 2681

2013 → 2021
943 → 1792

2013 → 2021
21 → 177

2021年度卒業生5577名のうち、
2719名(実数）がアウェイチャレンジで単位を取得。

ダブルチャレンジ修了者は卒業生の４８％まで拡大

（コロナ禍で、前年度比188名減）

※プログラム別は延べ人数。

2021
年度
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1-(6) 協定等に基づく日本人学生派遣数の多い大学

※JASSO（日本学生支援機構）より抜粋 ※順位は、国公私立大含む順位 9

日本学生支援機構（文科省独法）による発表。国公私立大すべてにおける上位10大学の推移

2位関西学院大

1,632 人

1位早稲田大 1,661 人

3位芝浦工業大, 1,345 人

4位立命館大 1,303 人
5位立教大 1,100 人

6位関西外国語大 1,095 人

7位東京大学 985 人

8位明治大学 975 人

9位慶應義塾大 913 人

10位東洋大 864 人
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（人）

（年度）関西学院大 早稲田大 芝浦工業大 立命館大 立教大

関西外国語大 東京大学 明治大学 慶應義塾大 東洋大

2018年度は「日本一達成」



1-(6) オンラインによる国際教育

広義のOnline
Learning Program

Virtual Exchange
(VE)

COIL

•既存プログラムのオンライン転換
（外国語研修、講義科⽬等）

•オンラインによる「学⽣間交流・共
修」
•授業計画の概ね30%以上の交流・共
修の設定が要件

•VEのうち⼤学間でシラバスを共同
開発し、授業を共同運営するハイレ
ベル型

オンライン「融合(fusion)」科目を全学的に拡充を強化

本学の定義

 2021年度は各学部・研究科でも開発・提供
 派遣プログラムだけでなく、海外学生を対象とした受入プログラムも拡充
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1-(6) 202１年度オンラインプログラム
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2021
年度

プログラム 国・協定校 KG生

CIEC

渡航代替型

交換留学（オンラインのみ）

13ヵ国
26協定校

18

外国語研修 312

国際学生セミナー・
フィールドワーク等

259

その他 1

COIL・VE等の科目型
3ヵ国

3協定校
59

小計 649

学部

渡航代替型 ９学部、国連・外交統括センター
21ヵ国*

13協定校
187

COIL・VE等の科目型 ６学部、言語教育研究センター
10ヵ国

10協定校・
４機関

141

小計 328

総計 977
*日本開催含む
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2021

正規 交換 CIEC短期 学部・研究科

【２０２1年度の学部・研究科プログラム】
神、社、法、商、理・工・生命、総政、人福、教育、国際、言セン

【2021年度のCIEC短期プログラム】
・日本語3Week（夏/冬）
・CCC （Global Career Seminar in Canada)
・CCC (Cross Cultural Café)
・EASE（ウェビナー） ・1日日本語/日本文化体験プログラム
・オンライン・ホーム・ビジット ・グローバルPBL

【参考値】
21年度学部・研究科提供
オンラインプログラム
単位なし(修了証等なし)/
単位取得有無不明の
合計348名
総政（55）、教育（293）

1-(6) 留学生受入：プログラム別受入数
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1-(15) 国際教育寮：有光寮の供用開始（2022年3月）
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世界各国からの外国人留学生と日本人学生が共同生活を通し、文化・習慣等の相違を
乗り越えながら、相互理解やコミュニケーションを深める

グローバルコンピテンシーを涵養

国際的な生活環境の中で、寮生への
ピアサポートや寮生のリーダー役を
担うレジデント・アシスタント（RA）を
配置。RAの活動を通し、グローバル
リーダーを育成する。

国際交流イベントや国際教育プログ
ラムを実施し、他の寮生やKG生にも
機会を提供し、有光寮を中心に据え
た「キャンパスの内なる国際化」を推
進する。

2022
春

外国人留学生
正規 14人
交換 受入停止

日本人学生
RA 3人

一般 13人

2022
秋

外国人留学生
正規 14人
交換 47人予定

日本人学生
RA 7人

一般 13人

レジデンスセンター開設
有光寮を含めた大学寮（10寮）の、
運営管理の効率化や教育機能等の
施策を担うため2022年4月開設。

○第1フェーズ（2022年度～2023年度）

→国際連携機構に設置

○第2フェーズ（2024年度以降）

→設置先を2023年度までに決定

2021
年度



Society5.0に対応した人材輩出の仕組みの検討

20年後の社会では、AIの発達や人口減少によって、産業構
造や人材需要が大きく変化すると予想されるため、既存の専
門分野の統廃合、新しい分野での開設など学位プログラムを
柔軟に改変できる仕組みを検討する。

1-(5) 「柔軟な学位プログラム」の検討
長期戦略の

冊子より
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1-(3) AI活用人材育成プログラムカリキュラム
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2021
年度

⼊ ⾨⼊ ⾨

基 礎基 礎

発 展発 展

e-Learningで
2022年度開講
e-Learningで
2022年度開講

e-Learningで2023年度
以降順次開講検討予定
e-Learningで2023年度
以降順次開講検討予定

西野 均 共通教育センター教授

日本IBM研究開発部門にて先進技術を活用した新
規ビジネス開発部長を歴任。

巳波 弘佳 理工学部教授（学長補佐)

本学と日本IBMとのAI共同プロジェクトの統括。
研究分野は情報科学。研究対象は、AIをはじ
め、情報科学の理論研究から様々なシステム
の実用化まで幅広い。

主な教授陣

AI活⽤データサイエンス
実践演習＜250＞

AI活⽤データサイエンス⼊⾨
＜150＞

AI活⽤アプリケーション
デザイン実践演習＜250＞

AI活⽤アプリケーション
デザイン⼊⾨
＜150＞
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AI活⽤⼊⾨＜100＞

＜200＞ ＜200＞

AI活⽤発展演習Ⅰ＜300＞

AI活⽤発展演習Ⅱ＜350＞

関西学院大学 × 日本ＩＢＭ
ＡＩ共同プロジェクト

2019年4月 開始



1-(3) 各科目の申し込み・履修状況

「AI活用入門」科目の申込・履修状況
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全10科目の履修状況（2022年度春学期）

2021
年度

2021春 2021秋 2022春

Ａ
Ｉ
活
用
入
門

2,071名 1,218名 2,600名

＊2021年春学期よりオンラインﾞのため定員を撤廃

科目名 キャンパス 定員 履修人数

ＡＩ活用入門 Ｖ-leaning ー 2,600

ＡＩ活用データサイエンス入門 Ｖ-leaning ー 347

ＡＩ活用アプリケーションデザイン入門 Ｖ-leaning ー 481

ＡＩ活用実践演習Ａ
（ＪａｖａによるＷｅｂアプリケーションデザイン）

上ケ原 50 30

ＡＩ活用機械学習プログラミング演習 V-learning－ 152

ＡＩ活用実践演習Ｃ（Ｗｅｂデザイン） 上ケ原 50 36

AI活用アプリケーションデザイン
実践演習

上ケ原，
三田

50 16

ＡＩ活用データサイエンス実践演習Ⅱ
上ケ原,
三田

50 22

ＡＩ活用発展演習Ⅰ 上ケ原 50 14

ＡＩ活用発展演習Ⅱ 上ケ原 30 3
全10科目修了者：9名
（経済・商・総政 各1名、理工6名）

合計3,701人が履修



1-(3) V-Learningを構成する要素

【バーチャルラーニングとは】

多様なデジタル教材，コミュニケーションプラットフォーム，チャットボットなど活用
した，トータルな学習体験ができる，高度なe-learning

17
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1-(3) オンライン認証の仕組み

プラットフォームログイン時プラットフォームログイン時

SSO認証

オンラインテスト受験時オンラインテスト受験時

顔認証

認証する認証する

受験中の顔認証

⼀致率
93%

⼀致率
93%

⼀致率
35%
警告

講義受講・テスト受験の
なりすまし防⽌

時間制限

残り時間

05:00

03:03

💦

情報参照による
カンニング防⽌

テスト時の
なりすまし防⽌

ランダム出題

多数⽤意した類題から
ランダムに出題

解答共有による
カンニング防⽌

なりすまし防止、不正防止のための仕組みを導入。
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1-(3) オープンバッジ(デジタル修了証)の授与

オープンバッジはブロックチェーン技術で保証された国際標準規格のデジタル修了証で、
欧州など世界の高等教育界で活用の動きが始まっている。

スキル

デジ
タル
証明

資格

能力

資格・スキル・能力を示すデジタル証明＝オープンバッジ

特徴

01

国際標準規格

世界的な技術標準規格
「IMS Global Learning Consortium」

に準拠し発行

02

改ざん防止

ブロックチェーン技術を取り入れ、
偽造・改ざんが困難で、

信頼のおける新たな学習・資格証明書

03

海外での普及

多数の海外大学やグローバル企業などで、
利用が進んでいる

年間2400万個が世界中の企業・公的機関、
資格試験団体、研修機関、大学・学校等から発行

AI活用入門 AI活用
アプリケーションデザイン入門

AI活用
データサイエンス入門

2021
年度
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1-(3) AI活用人材育成プログラムの外部販売実績

20

受講者の93%が「役に⽴った」と回答121社の企業・団体に導⼊︕

先進取り組みとして紹介・認定

約93%
役に⽴った

経団連「Society5.0時代の学びⅡ
〜EdTechを通じた⾃律的な学びへ
〜」でEdTech活⽤事例として紹介

⽂部科学省「数理・データサイエンス・
AI教育プログラム認定制度
(リテラシーレベル)」に認定

4300名超

2021年7⽉からの11か⽉間で
のべ受講者数

⼤同⽣命保険株式
会社、

あおぞら銀⾏、
DHL等

企業

兵庫県
京都府

（補助⾦制度創設）

⾃治体

新潟産業
⼤学

学校法⼈

2022年5⽉時点

2022年度から個⼈も販売対象に



文科省助成制度に採択（2021年度4500万円補助）
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「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」

企業

Society5.0に適応し
成⻑し続ける企業

AI・データサイエンスの知識を有し、さ
らにAIアプリを開発・活⽤してビジネス
現場で課題発⾒・解決できる⼈材

デジタライゼーション

• チャットボット導⼊
• 業務プロセスの

デジタル化 等

デジタイゼーション

• ペーパーレス
• 在宅勤務 等

デジタルトランス
フォーメーション

• ビジネスモデル／
サービスの変⾰

就業者

DX推進⼈材

◆AIリテラシー◆
「AI活⽤⼊⾨」（完全オンライン︓22時間）
基礎的なITスキル、データ解析スキル、AI活⽤スキル、プ
ログラミングスキルを⾝につける。

◆課題解決演習◆
「AIアプリを活⽤した課題解決型演習」

（対⾯および双⽅向オンライン︓40時間）
企業や⾃治体の課題を発⾒し、AIアプリ開発をグループで
⾏い、プロジェクトマネジメントを含む課題解決⼒を⾝に
つける。

関⻄学院⼤学(プログラムの開発・運営責任)
AIアプリの開発・活⽤による課題解決スキル向上プログラム

兵庫県

• 県内企業
の振興

兵庫⼯業会

• 中⼩企業の振興
(400社加盟)

⽇本IBM
(プログラム開発⽀援)

• AI導⼊先進企業

課題テーマ
提供



1-(4) ＫＳＣの学部再編・新設・活性化（7-(3)関連）

関西学院大学は2021年度、理工学部を改組・発展させ、理学部、工学部、生命環境学部、建築学部の4学
部を新設した。これにより、神戸三田キャンパス（KSC）は、従来の２学部体制から、新設4学部と総合政
策学部の５学部体制へと変わり、さらに質の高い充実した教育・研究を実現。
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1-(4) KSCコンセプト “Be a Borderless Innovator.” 

１．地球規模課題に
革新を起こす探究

“Sustainable Energy” の一大研究拠点を形成

２．国境を越えた学び

海外学修を含む国際プログラムを大幅に拡充

３．文系理系や学問分野の
境界を越えた学び

分野横断型の教育システムを確立

４．大学の枠を越えて
実社会で起業する学び

アントレプレナー育成プログラムの創設

教育・研究 ４つの特長
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１．“Sustainable Energy” の一大研究拠点を形成

教育・研究
４つの特長＜2021年3月1日（月）オンライン記者発表会 開催＞

関西学院大学は豊田通商株式会社と共同で、“欠陥ゼロ”の６インチSiC基板を実現する
革新的プロセス技術を開発しました。次世代パワー半導体材料であるSiC基板は、急速に

電動化が進む世界の自動車産業等で大きな需要が見込まれており、将来の脱炭素社会
に資する材料です。

日刊工業新聞朝刊20210303 日刊産業新聞20210304 24



1. “Sustainable Energy” に関する学長指定研究

■研究課題

『持続可能な社会に向けた革新的エネルギー材料・システムに関する研究』

■研究メンバー

研究代表者：吉川浩史 教授（工学部物質工学課程）
「温室効果ガス削減の鍵となる、より高性能な二次電池の応用開発に取り組む」

研究分担者：田中大輔 教授（理学部化学科）
「環境問題を解決する夢の新材料『多孔性半導体材料』の開発を推進する」

:大屋正義 准教授（工学部電気電子応用工学課程）
「超電導機器の開発を通して、持続可能な脱炭素社会の実現を目指す」

研究協力者：大谷 昇 教授（工学部電気電子応用工学課程）
尾崎壽紀 准教授（工学部電気電子応用工学課程）

～エネルギーを蓄え、運ぶ～

2021
年度
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２．国境を越えた学び

学部の専門分野に即した海外学修科目（PBL＝Project-based Learning、フィールドワーク、
実習、インターンシップ等）を大幅に拡充し、学生たちが世界各地で社会的課題に各国の
学生らとともに取り組む国際プログラムを充実します。

海外理工学プログラム
－理学部・工学部・生命環境学部・建築学部生対象
－夏・春季休暇を利用して、専門的知識を英語で学ぶ
• English for Science & Technology：カリフォルニア大学デイビス校

• NTCU Summer Program：台湾 国立交通大学

• Geoscience Program：台湾 国立台湾師範大学

• Introduction to Scientific Diving:インドネシア ディポネゴロ大学

• Coral & Forest Study in Tropical Area：インドネシア ウダヤナ大学

フィールドワークプログラム
－総合政策学部生対象
－希望者が「全員」留学可能なプログラム
• 台湾フィールドワーク：台湾 国立成功大学

• フィリピンフィールドワーク：フィリピン ヌエヴァ・ヴィスカヤ州立大学

共通プログラム
• 国連ユースボランティア
• グローバル人材・企業体感プログラム in シリコンバレー
• ソノマ州立大学英語研修&フィールドワーク

教育・研究
４つの特長
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渡航は全て
中止

（一部オンライン
にて実施）



工学部

３．文系理系や学問分野の境界を越えた学び(1)

①KSC分野横断型プログラム（文理横断・分野横断）

文系

理系

理学部
数理科学
プログラム

物理・宇宙基礎
プログラム

化学基礎
プログラム

建築学部
建築学プログラム

理・工・生命環境学部
合同

自然科学基礎
プログラム

総合政策学部

起業家育成プログラム

１．経営学 ２．会計学 ３．経営戦略論４．経営組織論
５．経営管理論（科目名称変更：旧「企業行動論」）
６．マーケティング論７．国際企業論（科目新設）
８．プロジェクト評価論

１．微積分学Ⅱ
２．線形代数学Ⅱ
３．代数入門
４．幾何入門
５．関数論入門
６．応用数理入門
７．確率統計入門
８．基礎解析学Ⅱ

１．宇宙物理学入門
２．デモンストレーション

物理学Ⅰ
３．デモンストレーション

物理学Ⅱ
４．物理・宇宙計測学
５．研究学

１．基礎化学Ａ
２．基礎化学Ｂ
３．基礎化学Ｃ
４．物理化学Ⅰ
５．分析化学Ⅰ
６．有機化学Ⅰ
７．無機化学Ⅰ

１．現代建築デザイン論
２．近代建築史
３．アジア建築史
４．都市・農村計画
５．都市デザイン論
６．住宅政策論
７．都市防災論
８．都市再生論

１．代数入門 ２．宇宙物理学入門
３．先進エネルギーナノ工学詳論 ４．環境化学 ５．基礎地学Ⅰ
６．生命科学Ⅰ ７．生命科学Ⅱ

文→理文→理

文→理

文→理

文→理

理→文

理→文理→文

理→文

生命環境学部

生命科学プログラム
環境応用化学

プログラム

物質工学
プログラム

情報工学基礎
プログラム

電気電子工学
プログラム

実践人工知能
基礎プログラム

１．環境化学
２．基礎化学Ａ
３．基礎化学Ｂ
４．基礎化学Ｃ
５．基礎量子化学
６．高分子化学

１．生命科学Ⅰ
２．生命科学Ⅱ
３．微生物学
４．系統分類学
５．生化学
６．薬理学

１．物質化学Ⅰ
２．物質化学Ⅱ
３．ナノ物性量子

力学Ⅰ
４．先進エネルギー

ナノ
工学詳論

５．ナノ物性量子
力学Ⅱ

６．物質設計ナノ
工学

１．電気電子回路基礎
２．アナログ回路
３．電気回路
４．エネルギー半導体

工学
５．電子デバイス
６．電磁波工学
７．パワーエレクトロ

ニクス
８．通信工学概論

１．情報工学概論
２．コンピュータ

演習Ａ
３．論理回路
４．コンピュータ

アーキテクチャ
５．ネットワーク

１．ＡＩ活用入門
２．ＡＩ活用実践演習Ｂ
３．データサイエンス

実践演習Ⅰ
４．理工のための

ＡＩ基礎
５．線形代数学Ⅰ
６．コンピュータ演習Ａ

分野横断

分野横断

分野横断

教育・研究
４つの特長
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３．文系理系や学問分野の境界を越えた学び(2)
教育・研究
４つの特長② KSC総合教育科目－「SDGs実践入門」

総合政策学部開講の科目に理系4学部（理学部、工学部、生命環境学部、建築学部）の教員が加わり、KSC5学
部の教員・学生が文理の両面からSDGsの目標達成をめざして、ビジネスやNPOなどのソーシャル・イノベー
ションの理論と実践を学びます。若手事業家らの集まりであるNPO「グローバル・シェイパーズ」の関西地区から
講師が参加します。ダボス会議の議長を務めた総合政策学部同窓の坂野晶氏も同NPOのメンバーです。

③ 工学部－「課程制」
－隣接分野のマルチプル・メジャー（複専攻）
－分野融合型カリキュラム

④ 総合政策学部・建築学部のメジャー・マイナー制度
－総合政策学部生の建築学マイナー制度（建築士プログラム＝48～60単位）
－建築学部生の総合政策学マイナー制度（20単位程度）

⑤ 総合政策学部－レイト・スペシャライゼーション
4つの学科（総合政策、メディア情報、都市政策、国際政策）は取組む課題や学問的アプローチの点で、互いに関
連しあっています。そのため、１年次は学科の枠にとらわれない学びを展開。2年次に学科を選択します。

マルチプル・メジャー（複専攻）
分野融合型カリキュラム

28



４．アントレプレナー育成プログラムの創設

3．ビジネスピッチコンテスト

①Kwansei Gakuin PITCH CONTEST ②Hult Prize On Campus

1．正課科目による展開

①「ベンチャー起業家講座」 （理学部開講） ②「ベンチャービジネス演習」（総合政策学部開講）
③「起業家育成プログラム（理系学生対象）」（総合政策学部によるKSC分野横断科目群）
④「AI活用人材育成プログラム」（全学開講）

2．正課外プログラム 2017年度から実施しているものを理系学生向けにアレンジ。

 「KG Start-up Academy for KSC」（Wilf 社：2022年春開講）

“学生のノーベル賞”と称され
る、世界の学生による起業ア
イデアのビジネスコンテスト

本学出身の起業家らの前
で、自らのビジネスプランにつ
いてピッチ（短めのプレゼン
テーション）を行い、フィード
バックを受けるコンテスト

4．KGOB‟エンジェル”からの起業支援

起業後株式上場した経営者らが「エンジェル投資家」として約30億円の資金提供による支援を予定

5．KSCベンチャーラボ（仮称）の創設

学生と企業・起業家・自治体等が交流するインキュベーション機能をもった施設を検討中。

KSC全体での「総合的な起業家育成プログラム」 教育・研究
４つの特長
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7-(2) ＫＳＣにおける環境整備

KSCのさらなる活性化に向けて、以下のような環境の整備を検討・推進している。

Camping Campus

アウトドア用品ブランド

「snow peak」との包括協定締結

インキュベーション施設

＆学生寮建設計画
2025年春供用開始をめざして

検討中

KSC新棟建設計画

2022年秋供用開始をめざして

2022年8月竣工

三田駅前再開発構想

三田市と連携しながら、
JR三田駅前再開発構想へ

参画をめざして検討中

30



7-(2) KSCインキュベーション施設＆学生寮の建設

北ブロック

南ブロック

【整備計画地】
カルチャータウン

地区センター
南ブロック
敷地約1.8ha

２０２５年春に供用開始予定

本施設は、本学と兵庫県・三⽥市、地元企業等との産学官⺠連携によって起業家
を育成するインキュベーション施設と学⽣寮の複合施設で、地域の⽅々も利⽤できる
商業施設を併設し、外構・広場を住⺠の憩いの場とすることなども検討しています。

関⻄学院⼤学
神⼾三⽥キャンパス（KSC)

2021
年度

31インキュベーション施設 フィットネスジム

学⽣寮（4棟、300⼈収容）



１

２ 研究成果の社会実装︓⼤学で創出された「知」を
起業に結び付ける

３

住⺠、⾃治体、学⽣、教員、企業等が、各々の⽬線で⽣活
上の⾝近な課題を共有し、対話しながら解決する⼒を⾼め合
うことで、「地域⼒」の向上と「まちづくり」に貢献する。

地域課題の解決︓対話をもとに、「地域⼒」の
向上に貢献する

学⽣やここに集う⼈々が、さまざまな社会課題に向き合い、連
携・協⼒しながらその解決に取り組み、実践としての「起業」を
実現する。そのために必要な理論と実践を学ぶ「教育」、ネット
ワークを築く交流の「場」、事業化に挑戦する「機会」を提供す
る。

起業家の育成︓社会課題を解決するための
「起業」を多⾓的に⽀援する

⼤学で創出された研究成果を基に、教員・学⽣、起業家、⾦
融機関、VC等が有機的につながり、アイディアの醸成や社会
実装に向けた試⾏・チャレンジを繰り返す「共創の場」を形成す
ることで新規ビジネスに結び付ける。

①起業家精神
の育成

②研究成果の
社会実装

③地域課題の
解決

新たな価値の創造による社会⾰新

地域住⺠ 企業
⼤学

兵庫県
三⽥市

学⽣
教員

他⼤学
学⽣

⼤学がハブとなったエコシステムの形成

拠点での活動・⽀援

コンセプト）関⻄学院⼤学の教育・研究活動を核として、⾃治体（兵庫県・三⽥市）、企業、学校、住⺠等が集い、交流・
協働しながら以下の事項に取り組むことで、地⽅創⽣に資する社会変⾰の実践拠点となる。

2021
年度7-(2) インキュベーション施設のコンセプト
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7-(2) “Camping Campus”－snow peakと連携協定

 アウトドア用品ブランド「snow peak」との包括協定を締結（2020年6月17日）

〈連携事業〉

 キャンパス内でのキャンプを通じた「新たな学び」の創造

 共同研究の推進

 SDGsの推進による社会貢献

学生団体「CAMP×US（キャンパス）」 が中心となって取り組んでいます！

33

第1回プレ・キャンプ（2019.10.5～6） 合計15名参加
第2回プレ・キャンプ（2020.2.5～6） 合計 30名参加
「1dayキャンプ」焚火トーク（2020.12.14～16） 合計54名参加

焚火トーク（2021.11.27～28） 合計40名参加
本格カリー（2022.4.23,24、5.14,15） 合計140名参加



7-(2) 産学連携による 年間18.6万本のペットボトル削減

34

共同開発によるオリジナル・マイボトル

オリジナル・マイボトルを持参すると

多彩な飲料を無料で提供
■理系学生と企業がPBL形式で議論できる場

『BIZCLASS』を新たに展開
・理系の学びを活かしたキャリアをより具体化
・社会で活躍するためのビジネスマインドを涵養

■snow peakと学⽣団体「CAMP×US」が
共同で開発し、推進も学⽣主導で進める。
■KSCの学⽣だけが購⼊できる。
■snow peakが永久保証

ペットボトル削減

18.6万本

⽇経ウーマノミクス2021シンポジウム SDGｓ座談会発表コンテスト
「CAMP×US（キャンパス）」住友電気⼯業最優秀賞受賞



7-(2) KSCアクセスのバス路線に新戦略

35

①JRは三田駅からのバス路線へ集約⇒三田市の駅前再開発と連動
②新大阪駅・大阪梅田駅から直通・座席指定で50分の路線を拡充

新三田線

利用者：約2,200人
乗車数：約38万回

三田線

利用者：約1,400人
乗車数：約25万回

三宮線

利用者：約1,100人
乗車数：約19万回

KSC【バス非利用者】
■車 375人
■バイク 200人
■シャトル 100人
【三宮線への流出】
■ 200人

【バス非利用者】
■車 350人
■バイク 350人
■シャトル 100人

新大阪・梅田線

利用者：約100人
乗車数：約2.5万回

三田線

利用者：約2,400人
乗車数：約40万回

三宮線

利用者：約970人
乗車数：約16万回

新大阪・梅田線

利用者：約1,130人
乗車数：約19万回

KSC

大阪・神戸
関西２大都市圏
から直通バスで

通学可能

【2021年度】新三田線＋三田線と
比べ約2/3の規模に
➡新三田線を三田線に

統合できる可能性大

三田駅前
新ロータリー運用開始

第１フェーズ
＜2022年度＞

■「新大阪・梅田線」への新補助金導入、バス便数増便
■神姫バスによるプレミア 5％削減相当額の補填による補助金設定
■「三宮線」「三田線」 「新三田線」補助金全体の 在り方を検討
■三田市と三田駅前ロータリー拡張に向けた交渉・ 確約（2025年度供用開始）

第３フェーズ
＜2025年度以降＞

■三田市内からKSCへのアクセス拠点を三田駅 に一本化
「新三田線」を「三田線」 に集約

■「新大阪・梅田」「三田」「三宮」からのアクセス３拠点化実現。
【ご参考】
三田駅前Cブロック商業施設 2025年度完成予定

2021
年度



1-(8) 大学競技スポーツ局（KGAD)の創設

362021年4月21日記者会見

ＫＧＡＤが2021年4月1日に発足
加盟は14競技、19チーム＋学生本部

（2022年3月末時点）

2021
年度



1-(8) ＫＧＡＤの目的と施策

主たる取組内容 施策案

学生が主体的に取り組む

競技を超越して共有連携

活動を社会に公開

パートナーシップ
(各組織との連携）

講習会の開催、データ化
学生ATの育成・AT会議、等

啓蒙・研修会等啓蒙活動
指導教育、透明化、等

AE制度拡充（学業トレーナー制度）
キャリアデザイン支援、等

指導者育成・援助、活動環境の充実、
ST配置、等

一般学生や地域とのコラボ企画
企業連携、施設設置、等

WEBによる動画配信、一体感の醸成、
外部資金の調達

安全・健康

安心・健全

学業両立

競技力向上

社会貢献
競技の普及

広報
ブランド

37

KGADは、競技スポーツおよび関連する活動を通じて・・・Kwanseiコンピテンシーに掲げる「知識」、「能力」、
「資質」を修得し、・・・「“Mastery for Service”を体現する世界市民」の育成を実現することを目的とする。

指導者招聘のための新たな援助金制度
を創設（人件費半額を大学が支援）

2021
年度



1-(8) KGAD企画広報チーム設立

38

2021
年度

関西学院大学スポーツの魅力発信を通じて、地域のファン創出、スポンサーの確
保、スポーツを通じた社会貢献活動の創造をめざす。
MGスポーツ株式会社の協力を得ながら活動

2021年度参加学生：６９名（内、体育会以外１９名）
※加盟団体・体育会への所属有無を問わず、多様な学生が協力

学生が企画、制作、配信するKGスポーツの魅力を
掘り下げるライブ配信番組（2021年10月～）

※YouTubeでアーカイブ視聴可能

MBSグループのスポーツ
マネジメントを行う企業で
主にスポーツコンテンツ
の開拓・展開を行う。



財政の健全性・安全性の
確保

社会的評価（ブランド）
の向上

学生獲得力の向上
（偏差値の上昇）

INPUT

OUTPUT

OUTCOME

RESOURCE

7-(1) スパイラルアップの道程

39

これら3つをセットした総合的な「学部教育改革施策」を2019年度より公募開始。

教員体制の増強
（ST比の改善）

教育プログラムの魅力向上
学生支援サービスの質向上

学費改定
（財源の確保）



7-(1) 法学部の取組み

１．特修コースを「司法特修のみ」から「法曹・企業法務・公務の３分野」へ拡充１．特修コースを「司法特修のみ」から「法曹・企業法務・公務の３分野」へ拡充

特修コース（選抜制3分野一括募集：定員50名） ※2年生春スタート

専任教員２名増員
（刑法・知的財産法）

指導体制を強化

法曹分野
(旧 司法特修コース)

裁判官・弁護士・検察官をめざす
最短5年で司法試験合格が可能

「法曹養成連携プログラム」
ロースクール連携カリキュラム企業法務分野

企業経営、契約、知的財産管理等
多方面で企業を支える人材へ

企業の法務部門担当者による
ケーススタディ授業

公務分野

より良い社会の実現をめざして
国家（地方）公務員を志す

国家公務員による
アクティブラーニング授業

40

早期卒業制度
の活用

司法研究科（ロースクール）
との一貫型教育を前提

法学研究科において高度専門
職業人をめざす進路も

法学研究科において高度専門
職業人をめざす進路も

大学院活性化

2021
年度



7-(1) 法学部の取組み－「学部教育改革施策」

インターナショナルプログラムの新設 ～法学・政治学国際交流セミナー～

各クラスにおいて特徴的な国際交流入門プログラムを展開（2021年度より3クラス開講）

３．ダブルチャレンジ制度の推進３．ダブルチャレンジ制度の推進

 京都府与謝野町を舞台に、産官学連携での町おこし企画を立案・実行 41

ハンズオン・ラーニング・プログラムの拡充（クラス増設） ～国内フィールドワーク演習C（公共政策）～

【融合プログラム（対面演習型）】

正規留学生と日本人学生が
演習形式での共同学習
授業時間外での交流も活性化

【オンライン国際交流型】

＜ベセル大学（アメリカ）＞
法律・政治トピックをテーマに
英語でのコミュニケーション

【オンライン国際交流型】

＜ネルー大学（インド）＞
SDGs等の国際的課題について
国際比較研究

２．特修コース以外のコース制の再構築 ～教育から学習へのシフト～２．特修コース以外のコース制の再構築 ～教育から学習へのシフト～

従来の（想定）進路別のコース設計から、学修成果（到達目標）別のコース制に再構築

日々変化し続ける社会において、幅広い分野で活躍できる応用力のある人物の育成

司法・ビジネスコース
（法律学科のみ）

公共政策コース
（経済学部連携）

法政社会歴史コース

グローバル法政コース

2021
年度



7-(1) 商学部の取組み－「学部教育改革施策」

Society 5.0におけるビジネスパーソン育成のためのデジタル＆グローバル教育の導入

グローバル×ビジネスデジタル×ビジネス

カリキュラム改革コンセプト

1. Project Based Learning科目の拡充

ビジネスの本質と原理を理解し、
デジタル環境を最⼤限に活かし

半歩先のデジタル未来を描くことができる

グローバルで活躍することができる
能⼒の開発と必要な経験を積み、

ボーダーレスなビジョンを描くことができる

42

2. AI活用人材育成科目の導入

3.オンライン留学の開発と環境整備

学生一人ひとりがスタートアップCEO / 教員はそれをサポートするアクセラレーター

2022
年度



7-(1) 商学部の取組み－「学部教育改革施策」

43

分野 テーマ

共通001 公認会計士・税理士実務業務詳解およびｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

共通002 ビジネス＆SDGs:ケーススタディ・プロジェクト

共通003 ビジネス・デザインの実践

共通004 ビジネス＆税務:ケーススタディ・プロジェクト

経営001 企業におけるオンボーディングプログラムとキャリアデザイン

会計001 会計的な視点からのビジネスモデルの理解と経営計画演習

会計002 データ分析を通じた意思決定会計の実践演習

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ001 未来社会デザイン実践演習

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ002 スタートアップのマーケティング実践演習

分野 テーマ

会計001 英語で学ぶLEGO戦略会計

国際ビジネス001 未来社会デザイン実践演習

＜2022年度開講ビジネスプロジェクト＞

＜2022年度開講オンライン・インターナショナル・ラーニング＞

6つのコース（専門分野）に応じた“PBL科目”及び “オンライン国際交流科目”の設置

ビジネスプロジェクト ： アカデミー×ビジネスの連携による「PBL(課題解決型学習)」

オンライン・インターナショナル・ラーニング ： 海外の大学生とデジタルでつながるオンライン留学

2022
年度
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7-(1) 経済学部の取組み－「学部教育改革施策」

課題解決型データ分析プログラム（案）（2023年度～）

経済学を現実経済に応用させ、社会課題を解決に導く人材の育成

社会活動への参画・体験を通じて発見した課題について、客観的エビデンスとしての調査結
果やデータの分析によって、解決方法を探求・提案する力を身に付ける。

経済学 データ・サイエンス

専任教員２名採用予定

指導体制を強化PBL型データ分析授業

＜導入科目＞

経済データ分析入門
・日本のオープンデータを知る
・統計データの基本事項・読み方を学ぶ
・統計分析ソフトウェア「Ｒ」を知る

AI活用人材育成プログラム

＜演習科目＞

ＰＢＬデータ分析演習
・日本の経済的な課題を見つけ出し、

その要因と解決策をデータを用いて
実証する。

・国際・金融・財政・福祉・労働・産業・
資源・環境・地域など多様な分
野から学びたい授業を選択

＜応用・発展科目＞

“Ｒ”によるデータ分析
・統計ソフトウェア「R」を用いたデータ

分析を基本とし、ハンズオン（実習）型授
業を提供する

・評価は、ある課題解決のための分析
を行うプログラムを作成させる
ことで行う。

2021
年度



2.大学院教育

研究者と、社会から求められる
高度職業人を輩出する

45



2-(1) 「研究者の輩出」

若手研究者スタートアップ制度『特別任用助教』 1名採用（社会学部）

日本学術振興会の特別研究員制度の採用者（DC1、DC2、本学博士後期課程出身
のPD ）は、特別研究員期間終了後、本学における『特別任用助教』として３年間の雇

用を保証する。なお、特別研究員の採用に至らなかったが審査において高い評価を受けた方にも資格を拡大し、23年度に向けて公募中

（目的）
①本学出身の研究者を数多く輩出する
②特別研究員期間終了後の雇用を保証することで大学院進学を促す

（DC1） 3年間⇒

（DC2） 2年間⇒

博士学位取得

※
研究実績向上（科研費申請等）
学部等授業担当による教育経験
 ランバス留学等の活用

（PD）3年間⇒

(新)任期制助教 ※
max3年間⇒

(新)任期制助教 ※
max3年間⇒

新しい研究ポストへ⇒

46

(2021年度）
選考・採用

(2022年度）
着任

2021
年度



3.研究

競争的環境により、
「世界トップレベルの研究」を創り出す

47



3-(1) 「関西学院大学バイアウト制度」を創設 2022
年度

＜対象＞

研究費 ：国の競争的研究費のうち、各配分機関がバイアウト制度の適用を認めているもの

研究者 ：研究代表者としてバイアウト制度の対象となる競争的研究費（直接経費）の
採択期間合計額が総額500万円以上の専任教員（教授・准教授・助教・専任講師）

使 途 ：対象研究者が担当する授業科目の非常勤講師による授業代行費用
（非常勤講師給・出講手当・交通費）
※大学院科目（専門職大学院科目は除く）および所属部局以外の授業科目は対象外
※各学期週2時間（1コマ相当）を上限とする。

「関西学院大学バイアウト制度」

競争的研究費を獲得した研究代表者が担っている業務のうち、
担当授業科目の代行に係る経費について、

当該競争的研究費からの支出を可能とする制度

2023年度
運用開始
2023年度
運用開始

バイアウト制度の利用により、確保された時間は、
当該競争的研究費の研究プロジェクトの遂行にのみ充てられる。 48



3-(2) 研究創発の活性化 2021
年度

◆若手研究者支援ﾌｧﾝﾄﾞの獲得
NEDO(新エネルギー・産業技術総合開発機構)

―産学連携が期待できる案件を全面サポート

◆ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ･ｷﾞｬｯﾌﾟﾌｧﾝﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの獲得
JST(科学技術振興機構)

―インキュベーションと関連して起業を目指す
計画への支援プログラム

採択者① 村上 慧 理学部准教授
「新規な構造を有する第4級ｱﾝﾓﾆｳﾑ塩の
合成手法の開発および化合物ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの構築」

採択者② 大屋 正義 工学部准教授
「液体水素の冷熱を活用した水素ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ
高温超電導発電機の基礎開発」

採択者③ 中沢 寛光 教育技術主事
「電流場などの外部刺激が薬剤の経皮吸収に
与える影響の解析」

採択者① 山本 倫也 工学部教授
「ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ駆動型眼球運動ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ社会の
実現に向けたｺﾝﾃﾝﾂ・ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ開発」

採択者② 澁田 一夫 工学部研究特別任期制教授
「心理統計にもとづく対象ごとの感性価値指標を
活用した感性評価サービスの開発」

採択者③ 長谷 智美 工学研究科M２
（田中裕久教授との共同実施）

「世界平和に向けた廃熱回生発電事業」

総額約6,000万円

・外部資金募集情報の収集と特性を分析
・本学の研究者へのマッチング
・申請書の企画段階から申請手続をサポート

URA／産学連携CD
によるサポート

これまで申請されていなかった新規公的プロジェクトへの申請促進

49



4.総合学園と一貫教育

建学の精神を共有し、
幹の太い総合学園を実現する

50



4-(4) WWL事業－“AI活用 for SDGs”

121

2021
年度

グローバル探究BASIC

1
年
次

2
・3
年
次

グローバル探究A
（AI活用）

AI活用ワークショップ WWL・SGH
×探究甲子園

WWL生徒交流会
WWL生徒国際会議

グローバル探究B
（ﾊﾝｽﾞｵﾝﾗｰﾆﾝｸﾞ）

グローバル探究C
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾀﾃﾞｨ）

高大連携プログラム

大学教授や学生が高校生らの発表を
評価・指導

平和を構築するための
AI活用技術を身につける
・AI活用企業への訪問や
実際の開発実践等

平和や人権、エネルギー
問題等現場で学び、
当事者意識を育む

・広島・長崎や福島への
訪問等

外国の高校生とつながり、
探究と実践を行う

・オンラインにて、地球温暖
化や貧困問題等解決の
ためのプロジェクト実践

• SDGsの概念や17のゴールを学ぶ。
• フィールドスタディを通じて、企業や自治体等社会的課題を理解する。
• 生徒一人一人のアクションの方向性を定める。

海外含む
連携校25校

21
年
度
で
文
科
省
の
補
助
期
間
が
終
了⇒

自
走
化
へ



8.学校経営

ガバナンス改革を進め、
総合的マネジメントを実現する

52



新規事業費用（経常費）
毎年2億円ずつを投入（ただし2021年度に、さらに4億円を投入）

（2027年には単年度で24億円）

建設費用
総額492億円で計画（ただしDX戦略に関して施設建設費が増加する可能性あり）

情報化費用【建設費用から全額移管】

総額36億円で計画（ただしDX戦略に伴い増加予定）

財務指標（ただしDX戦略に伴い、次年度見直し予定）

(１)フロー（事業活動収支差額比率）： 6%以上（2027年度）＝健全性
※2039年度までに8％にする。

(２)ストック（実質支出超過額比率）：50%未満（2027年度）＝安全性
※実質支出超過額比率＝（翌年度繰越支出超過額+借入金残高）÷事業活動収入

収入増・支出削減
(１) 政策的な収入増加額は 28億円/年（2017年度比）
(２) 政策的な支出削減額は 5億円/年（2017年度比）

新規事業停止の条件
2022年までに以下の具体的な見通しが立たない場合は新規事業を停止
(１)（収 入 増 ）12.0億円/年
(２)（支出削減） 2.5億円/年

1

２

３

４

５

8-(3) 修正した財政計画（2022－2027年度）の概要

53

６

2021
年度



8-(4) 財源確保の進捗状況

54

収入増加 支出削減

-5.0億

-2.5億

24億

12億

2027年

2022年

13.5億

1.3億

2020年度大学入学生
学費改定文系5%理系4%

2021年度大学入学生学費改定0.54%分
（学部教育改革施策）

0.5億 Law School削減目標

1.0億 ｱｿｼｴｲﾄ職員へ切替

0.5億 千刈ｷｬﾝﾌﾟ削減目標

2019年度高中部（学費改定）学費収入増

新規事業停止
のライン

1.2億 2021年度KSC再編に伴う学費収入増

1.7億
0.4億 2018-2020年OIS（学費改定）学費収入増

18.6億 →

9.4億円

0.8億
調達コスト削減①
（電力、ガス等）

28億

1.3億 IBA削減目標

2.9億 調達コスト削減②

AI活用人材育成Pの事業化0.5億

2022年4月15日
財務・業務改革本部会議

2021
年度



8-(6) 人事計画（職員）
＜職員＞職員の能力向上を追求

教育・研究・マネジメントの質を向上さ

せるため、職員が能力開発によって資質

を高め、競争的な環境の中でその能力を

最大に発揮することによって、組織とし

ての遂行力を高める。テーマとして、能

力開発、生産性の向上、事務組織の再編、

人事諸制度の再構築などを検討する。

長期戦略の
冊子より

55

【人事施策の構造と各施策の関係性】

A．方針策定

B.業務改革・働き方改革

（２）計画・戦略策定

（3）職務の再定義

（4）生産性の向上

（5）採用

（6）事務組織の改編

F．人件費政策

（10）人件費
（教員・職員共通）

C.人づくり D.仕組みづくり E.環境づくり

（1）能力開発・
人材育成

（7）人事諸制度
の再構築

（8）非専任職員
評価制度の構築

（9）労働環境の
整備



コンサルタントの⽀援を受けて、多様な⽅法によって専任職員の業
務を効率化し、余剰を⽣み出す。（費⽤がかかることが前提）

【As-Is】

専任職員が担うべき
業務＝コア業務

本来、専任職員が
担わなくてもよい業務
＝ ノンコア業務

⾼度化業務

SGU KGC
2039

KGC2039の推進
など新たな価値を
創造する業務や、
複雑で全学的な
課題への取組など、
専任職員が本来
取り組まなければ
ならないが取り組め
ていない業務

専任職員が担うべき
業務＝コア業務

⾼度化業務

SGU
KGC
2039

本来、専任職員が
担わなくてもよい業務
＝ ノンコア業務

（効率化対象業務）

外部
化 RPA 簡素化

廃⽌
標準
化

業務の効率化

業務の⾼度化

リソースシフト

【To-Be】総労働時間
XX時間

（増減なし）

KGC2039
の実現

KGの
ブランド・競争
⼒の向上

集約
化

⾼度化業務へ⼈的資源のシフトを実現し、価値および競争⼒の向上を実現する

8-(4) 業務高度化に向けたリソースシフト

システ
ム化

デジタ
ル化
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8-(7) 総合建設計画（戦略インフラ部分）
①大学院2号館改修計画
②仁川五ケ山町建設計画
③新第2教授研究館A棟建設計画（北西部新築）
④第4別館改修計画
⑤新第2教授研究館B棟建設計画（全学共用棟建替）
⑥正門周辺安全対策計画
⑦新学生サービスセンター建設計画
⑧G号館・大学院1号館改修計画

【2019年完了】
【2020年完了】
【2021年完了】
【2022年】
【2023年】
【2024年】
【2025年】
【2026年】

実施年は
予定

57

2021
年度

済

済

済



8-(8) 新ポータルサイトの機能概要

学生・教職員向け新ポータルサイト『kwic』の2021年8月より本番稼働。

お知らせ情報の一元化、Webによる各種申請などが実現。

スマートフォン画面PC画面
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2021
年度



8-(4) 学部生向けチャットボットの導入

59

2021
年度

KSCでの先行実施（2021年9月～）成果を踏まえ、

2022年3月、学生の質問に自動応答する
チャットボットを全学展開

＜学生＞
 スマホ利用による利便性向上
 フリーワード入力やFAQ整理で検索性向上
 24時間、自動回答による利便性向上

＜職員＞
 デジタル化・自動化による窓口業務の効率化
 利用データ分析による回答の精度向上
 部署の垣根を越えた全学体制の構築



KGC2039の指標とＫＧＩ／ＫＰＩの関係

実施
計画

１

実施
計画

３

実施
計画

２

テーマA テーマB テーマC

学
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

全
体

インプット/
アウトプット/
プロセス指標

アウトプット/
アウトカム指標

インパクト/
アウトカム指標

アウトカム指標

長
期
戦
略

実
施
計
画

ＫＧＩ/KPIダッシュボード

指標
1-1

指標
2-1

指標
3-1

指標
3-2

指標
1-2

指標
A-1

指標
A-2

指標
A-3

指標
B-1

指標
B-2

指標
C-1

指標
C-2

指標
C-3

指標
A-1

指標
B-1

指標
C-3

指標
α

総合
指標
Ⅰ

総合
指標
Ⅱ

総合
指標
ⅢＫＧＩ

ＫＰＩ

Key Goal Indicator
(重要成果評価指標）

Key Performance Indicator
(重要業績評価指標）

KPIは主に長期戦略の指標から選定

複数の指標（主にKPI）を組み合わせて総合指標を開発

学士課程
教育

超
長
期

ビ
ジ
ョ
ン

研究

Kwansei Grand Challenge2039
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8-(10） 中期総合経営計画のローリング

超⻑期
ビジョン

⻑期戦略
テーマ 実施計画

フェーズⅠ フェーズⅡ フェーズⅢ
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

1.学⼠課
程教育

（３）
カリキュラムの
基本構造の改⾰

実施計画① 計画
策定

実施計画② 計画
策定

実施計画③ 計画
策定

（４）
教育分野の再編

実施計画① 計画
策定

実施計画② 計画
策定

実施計画③ 計画
策定

長期戦略のテーマ：１－（３） カリキュラムの基本構造の改革

★＝個々の実施計画の継続可否の決定（３年⽬に判断）

2019年度
〜2027年
度の実施計
画ロード
マップ策定

★

長期戦略のテーマ：１－（４） 教育分野の再編

2019年度
〜2027年
度の実施計
画ロード
マップ策定 ★

フェーズⅠの
Total Review

★

★

★

フェーズⅡの
Total Review

フェーズⅡの
Total Review

★

★

★

★

★

★ ★

★ ★

★
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一つ一つの実施計画は継続を前提としながらも3年目で継続
の可否を定める。
長期戦略全体は3年のフェーズごとに見直しを実施する。



8-(12) SDGs入門科目の設置・学生組織結成

西宮上ケ原
キャンパス2021年度より

SDGs入門科目「SDGsスタディーズ
入門」を全学開講

神戸三田
キャンパス2021年度より

「SDGs実践入門」を開講し、KSC
総合科目としてKSC5学部に提供

85

KG SDGsキャンパスサポーター (2021年度結成)

「SDGsに関心のある関学生同士でつながって取り組みを加速させたい」

SDGsに関心の高い学生が集まり、学生主体の活動や取り組みを大学と連携して
展開・推進する。

⇒ 今後、企業や自治体等との連携による活動展開も計画

2022年4月現在
参加学生19名

21年度履修者
283人

21年度履修者
688人

2021
年度



ご清聴ありがとうございました。

関西学院神戸三田キャンパス

ご清聴ありがとうございました。

関西学院神戸三田キャンパス




